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札幌市立大学はデザインと看護の2学部､2研究科､
助産学専攻科を設置し､｢人間重視｣と｢地域社会へ
の貢献｣を基本理念に掲げ､デザインと看護の特色
を活かした教育・研究･社会貢献活動に取り組んでい
ます。本冊子は産学官連携･地域連携等にさらに積
極的に取り組むため､多くの方々に本学教員の最新の
研究事例をご紹介することを目的に発行いたしました。
札幌市立大学教員の研究活動に関心を持っていただ
ければ幸いです。
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地域看護学領域 准教授 本田　光 地域で子育てを支える67 34
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生の感情変化について63 32
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究動向68 35
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究69 35

地域看護学領域 助教 田仲 里江 地域保健活動におけるソーシャル・キャピタル
（SC）の醸成を意図した保健師活動70 36
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プログラムの開発60 31
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状調査54 28
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図１．だまし絵表現   図２．細胞表現のシミュレーション  
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【研究の概要】

　看護師のキャリアにおいて結婚、出産は大きな節目であり、子育ては、ワークライフバランスの実

現に影響を及ぼす大きな要因であるとされている。前年度には、看護管理者が子育て経験をどのよう

に活かしているのかについて研究に取り組んだ。2017年度には、子育てしながらスタッフナースと

して就業し続けた看護師が、その経験を、どのように実践に活用しているのかを明らかにする研究に

取り組んだ。協力の得られた 50代の看護師2名にインタビューを行い、協力者の生きてきた背景を

ふまえて個々のテーマを抽出した。A 氏は、子ども 3 人を育て、約 30年の病棟経験を経て訪問看護

師を続けている。B 氏は、子ども 3 人を育て、約 30数年、3 つの病院で経験を重ね、病棟勤務を続

けている。A 氏のテーマは《仕事のオン・オフを可能にした子育てと訪問看護はつながっていると実

感し、家族看護のやりがいを楽しむ》であり、〈子どもと過ごす時間のオン・オフが心理的安定をもた

らした〉〈子どもを預ける後ろめたさに苦しみながら乗り越える〉〈医療の道を選んだ子どもたちから

自己の肯定感を得る〉などの経験は、〈多様な家族の構造を知りながら患者・家族の思いに寄り添う〉

実践につながっていた。B 氏のテーマは、《子育てでイライラしてもどうしようもないと精神を鍛え、

たくましく受けとめて患者や同僚を包み込む》であり、〈イライラしたり怒ってもどうにもならないか

ら何かあってもどうってことないと受け入れる> <自立していく子どもたちをみて何とかなると手ご

たえを得る〉〈 何かやってあげてもあてにするから投げかけて任せる〉などの経験が、〈新人の看護師

さんには自主性を引き出して困った時は対応する〉〈 対応に困る患者も許せるから明るくその場を乗

り越える〉実践につながっていた。

　2人の協力者は、スタッフナースとして、今も看護実践の現場に立ち、看護の奥深さに触れながら

実践を重ねていた。子育てをした経験は、思考や感情を切り替える大切さや、どうしようもないこと

もある中であきらめずに関わる大切さを体感して、その身体性を活用し、たくましい実践につながっ

ていた。ワークライフバランスの負荷因子としてとらえられる子育てであるが、その経験は看護実践

の多角的な広がり、弾力的な豊かさにつながる可能性がある。子育て中の看護師の意識を高め、効力

感を維持する支援につながる研究活動に今後も取り組んでいきたい。
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